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今月の話題：約 1か月，ファンならずとも熱情に巻き込まれたサッカーの世界大会が終わったが，TV観戦した人は

世界の戦力レベルを目の当たりにし，大会前の彼我の戦力認識の落差に愕然とした人も多かった．折しも，原

発の再稼働に向けて，日本の安全基準は世界一だと安倍総理は胸を張っていたが，実情は世界のレベルからは

周回遅れだという報道もあった．安全の趣意が違っているらしい．国際感覚が問われて久しく，グローバルス

タンダードの語彙もすでに一般化しているかのようだが，凡て井の中の認識だったのだろうか．（伊藤誠三）

□ 本部便り：（1）9月 3日（水）に拡大理事会を予

定，それに先立ち，8月 7日（木）14；30から経

営委員会を開催する．議題は，

1．各部会の活動状況と予定

2．受注の状況と見込み、の他

3．モンゴルシンポジウム報告，その他

（2）次年度総会予定：

期日：2015年 2月 23日（月），場所：山上会館

□ 建築部会（安部重孝記）

・モンゴル・ヌ―デルチン社一行 3名来日，7/2に 懇親会

を催し，渡航準備中の講師 7名が参加した．

・東京都・サーツ共催「ﾏﾝｼｮﾝ耐震セミナー」本年

も 9月 6日（土）午後開催予定．7/3，7/25 都庁ﾏﾝ

ｼｮﾝ課山田係長以下 3 名が来訪され，実施詳細を打合せ

た．8/1 より出席希望を受付ける（サーツ担当：泉）．

建築部会，ﾏﾝｼｮﾝ管理組合支援事業部会担当：講義（小

鹿，岡本）及び相談対応（ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟによる）

・IPDⅡ（伊藤忠都市開発社員研修）

6月 30日第 2回「建築生産 の変革をめざす BIM
とその動向」講師：泉 清之

7月 28日第 3回「場所打鉄筋コンクリート杭とそ

の再利用」講師：安部重孝

○ 建築部会，8月は夏休みです．

□ 戸建住宅部会（阿部市郎記）

・7 月部会では小須田廣利氏による簡易避難タワー

構想「ノアの箱船計画」の解説がありました．これ

は屋敷林などを活用した氏のユニークな着想で興

味深い内容でした．

・新しく「ホームビルダー実務向上Ｗｅｂセミナー

2014」を立ち上げます．講義の収録も 4/3完了して

います．（ｻｰﾂﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ参照）

○８月の部会は８月７日（木）に暑気払いも兼

ねて開催致します．ふるってご参加下さい．

□ 集合住宅部会（小畑晴治記）

・中層 EV設置研究会で、今後の取組の検討中，ら

せん階段に階段昇降機を組み合わせる案が浮上，折

良く、東京都が「先進的防災技術実用化支援事業」

の公募があり，らせん階段メーカーの横森製作所、

階段昇降機メーカーのスギヤスと共同で応募申請

することになった．

・サーツ寺子屋（7 月 24 日）：「高齢化が進む団地

における生活支援住宅の在り方」講師：大原一興 横

浜国立大教授，講義後，意見交換を行った．

参加者 23名

・住友スリーエム ＣＴＣ相模原事業所見学（7月

4日）参加者：12名，内サーツ会員 9名

  ○次回部会予定：9月 2日（火）

□ マンション管理組合支援事業部（向野元昭記）

・東京都共催（9 月 6 日）「ﾏﾝｼｮﾝ耐震セミナー」

の準備として臨時部会を 7月 16日に招集し，セミ

ナー前の個別相談会（13：00～14：00）に対応す

るメンバーの選出をした．

○次回部会予定：9月 2日（火）16：00～
□ 建築技術誌８月号サーツ欄に掲載

・山口陽二「ｱｽﾍﾞｽﾄ問題は，まだ終わっていない」

・伊藤誠三・丸山和郎「文化財建築物保存修理技術

と新しい町づくりの可能性」

□ サーツホームページ ：最新の会員名簿がプリント

出力できます．会員紹介のページで「★会員名簿を

リスト表示する（PDF)→」を表示，

（http://www.psats.or.jp/profile.html）

・「ホームビルダー「実務向上 Web セミナー2014」開

催案内」を掲載．講座案内の他、受講申込みと CD購

入申込みができます．（戸建住宅部会報告参照）

□ 短信：内田祥哉先生の日本構造デザイン賞松井源吾

特別賞受賞が決定した．詳細はサーツ誌 62 号にて






